












































































のビデオ撮影は、平成 15 年 9 月 8 日の 8 時 45
分から 10時 15分に森先生に撮影していただきま
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した。板書とレジメを中心に授業中に学生が理解
できる程度の内容を講義し、板書のかわりにメデ
ィアのみを使うことは避ける、これをモットーと
しました。 
 授業は時間どおりに開始して、最初に目的、到
達目標を説明しましたが、これは私の過去の講義
では無かったことで、応用プログラムで学んだこ
との一つの大きな収穫だと思います。導入（0 分
～10分）では、身近な最新のデータを講義に取り
入れ、学生の興味が増す努力をしてみました。「結
局何が言いたいのかよくわからない」「もっとゆ
っくり話して欲しい」などの意見が過去にあった
ため、図を用意し、教える側と教えられる側とが
一体化出来るような工夫もして授業を進めまし
た。重要な点は繰り返すか、言い方をかえて説明
しました（10 分-60 分）。最後に授業全体の内容
を総括した後に、授業の要点が理解できているか
が私にわかるような設問プリントを配布し答え
てもらいました（60 分-90 分）。後日設問内容に
対するに学生の解答と、回収しました講義に対す
る学生の感想を読みましたが、多くの学生が授業
の要点を把握していると共に、以前の私の講義に
比べて理解しやすくなったとの総評でした。 
 授業研究会は12月 16日に、私と、雄西智惠美
先生「高齢者援助論」、野間隆文先生「生化学」、
司会：森田秀芳先生で行われました。歯学部だけ
でなく医学部の先生も参加されていましたが、自
分の講義をみていただくのは、私にはつらいもの
がありました。ただ森田先生や野間先生の優しい
御批評でなんとか救われた気分でした。また雄西
先生と野間先生の講義内容をみさせていただい
た後に、意見を求められましたが、自分ができな
い反省をもこめてあえて失礼をもかえりみず意
見を述べさせていただきました。また日頃接して
いる学生にこんな潜在能力があったのかと驚か
される場面が野間先生の授業中にみられました。 
 まだまだ私の授業の仕方には改善の余地が多
く残されていますし、この年になりますとそんな
に容易くは変わらないことを自覚しています。け
れども多くの先生方が私たちのために多大の時
間と労力をついやしていただいたご苦労を考え
ると、応用プログラム全課程で学んだことを、お
りにふれ思いだし、分かりやすく、暖かさがあり、
同時に厳格な、双方向性のある授業をこれから目
指そうと思っております。 
 
 
